
・応募申込は、本財団インターネットホームページ上で作成した「助成申込書」を本「助成申込内容」の表紙として付け、
申込書一式（左肩上ホチキスどめ）としてご提出下さい。（必ず「助成申込書」と「助成申込内容」双方を送付して下さい）
・申込書一式は正本１通、副本4通（コピー）を全て片面印刷（コピー）で作成し、ご提出下さい。

・「助成申込内容」はワープロ又は楷書で明瞭に記入して下さい。(ワープロご使用の場合、文字フォント9ポイント以上として下さい)

・各項目スペース不足の場合は適宜用紙にて補足説明頂いても結構です。補足資料は正1通、副4通全てに添付して下さい。
・修復の見積書を添付して下さい。

・尚、法人・団体の場合は、定款等、役員名簿、資産負債の状況、案内書等も参考資料として正1通、副4通に添付して下さい。
	第６回（2024年度）三菱財団文化財保存修復事業　助成申込内容

	美術工芸品の概要

	名称（ふりがな）
	

	対象物の大きさ、構造等
（画像は7頁に貼って下さい）
	

	作者、制作年代、
制作に係る伝来・由来　等
（推定の場合は、その旨
　及び根拠等）
	

	対象物の現状
	

	対象物の価値、外部評価等
その他特記事項
	

	※p.1は、本財団インターネットホームページ上の「助成について」にあるSTEP1.の手順で作成された「助成申込書」(PDF)になります。



－　２　－
保存・修復事業について
	保存・修復事業の
内容
	保存・修復の仕様について具体的に記述して下さい。なお、修復業者の「修理設計書」等がある場合は、別添ご参照の表記でも結構です。

	
	

	保存・修復事業の
体制
	保存・修復事業の体制を明記して下さい。（「応募要領に記載の通り、保存・修復事業の管理体制の中に、修理指導を行える専門知識を有した方を必ず置いてください。」）



－　３　－
修復業者
	修復業者名
	

	修復実績
	

	修復作業を
行う場所
	


所有者　（申込者と異なる場合、個人欄または法人欄にご記入下さい）
 　 ＜個人＞
	所有者氏名（ふりがな）
	

	生年月日（西暦表示）
	　　　　年　　　　月　　　　日

	住　所
	（〒　　‐　　）



　　＜法人＞

	法人名称（ふりがな）
	

	住　所
	（〒　　‐　　）



管理責任者（申込者と異なる場合、個人欄または法人欄にご記入下さい）
  　＜個人＞
	管理責任者氏名（ふりがな）
	

	生年月日（西暦表示）
	　　　　年　　　　月　　　　日

	所属機関・職名
	


　　＜法人＞

	法人名称（ふりがな）
	

	住　所
	（〒　　‐　　）



－　４　－
保存・修復事業の実施スケジュール
	日　　程
	実施概要
	場　　所

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


開示の方法　
	本事業が当財団からの助成を受けて実施されたことをどのように開示するか記入して下さい。
（広報誌、パンフレット、プレート、メディアへの広報等）

	


保存・修復の社会的意義
	対象物件の保存・修復に伴う社会的意義について具体的に記入して下さい。
（例：地方創生、国際交流、学術振興、技術の維持・伝承や人材の育成　等）

	


－　５　－
	資金計画

	当財団宛申込金額
	￥
	
	万円
	※本財団インターネットホームページ上で作成した「助成申込書」の金額と合せること

	

	三菱財団申込金額の支出予定内訳
	明細　　　（根拠等）

	支出項目
	金額　（万円）
	(支出項目は優先度の高いものから具体的に記載して下さい）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	（上記申込金額と合わせて下さい）

	

	本事業に関し、補助金、他財団等の支援が決定済の金額

	調達先
	金額　（万円）
	主な支出項目

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	

	本事業に関し、補助金、他財団等の支援を申請中もしくは申込み予定の金額

	調達予定先
	金額　（万円）
	決定予定時期
	主な支出項目

	
	
	　　　　
	

	
	
	　
	

	
	
	　
	

	
	
	　
	

	
	
	　
	

	
	
	　
	

	合　　計
	
	

	
	
	

	本保存・修復事業に要する費用
総　額
	　　　　　　　
	万円　
	・応募時点では業者の正式見積りは不要です。
（助成決定後、業者の正式見積りを取って
頂きます）


	文化財指定を受けているが、補助金を併用しない場合の理由
	


－　６　－
画像
	立体：正面、側面、背面等全体が分かるような画像及び修復を必要とする箇所の拡大画像を貼って下さい。
平面：全体及び部分（修復を必要とする箇所）の拡大画像を貼って下さい。
（立体、平面画像とも極力カラーでお願いします。また、写真はなるべく精細なものとして下さい。）

	


－　７　－
文化財





年





月








